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 令和５年４月１日 

 

 長崎リハビリテーション学院 

学院長 烏山 雅之  殿 

 

                            学校関係者評価委員会 

                             委員長 美野田 哲夫 

 

 

令和４年度 学校関係者評価報告について 

 

  令和４年度自己評価に対する学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

記 

 

1 学校関係者評価委員 

 ① 山下 均 （鈴木病院 リハビリテーション科科長 理学療法士） 

 ② 岩永真仁 （南野病院 リハビリテーション科科長 作業療法士） 

 ③ 福田優希 （長崎みなとメディカルセンター市民病院 言語聴覚士） 

 ④ 平野英三 （元同窓会会長 愛野記念病院）、副委員長 

 ⑤ 橋口研一 （大村市赤佐古町 町内会長）  

 ⑥ 田川茂樹 （長崎県立大村高等学校 教頭） 

 ⑦ 美野田哲夫（元長崎県教育庁）、委員長 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 第３回委員会 令和５年３月２８日（会場 長崎リハビリテーション学院） 

  

                           

３ 学校関係者評価報告 

  別紙のとおり 

以上  
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Ⅰ 重点目標について 

 

 1 重点目標１．について 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 重点目標２．について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 重点目標３．について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

学校広報および募集広報は、例年と同じ取組に加え、受験者へ届く広報としてダイレクトメー

ルやデジタルサイネージ、ST の動画作成とその YouTube への掲載など新規の取組が行われ

た。入学者が目標数値に達しなかったことについては、原因分析をして次年度につなげてほし

い。選抜試験は募集要項にもとづき、適正に実施されている。 

 

ICT 教育を受けた学生が入学する 2025 年度を目標に ICT 教育整備を推進しているが、今年度

は全館 Wi-Fi 整備が完了し、活用に向けた研修がスタートするなど計画に沿って取り組んでい

る。教員間の教授力に差が生じないよう今後も全学的な取組を期待したい。学生ボランティア

や部活動は、昨年度より活動回数は増えたもののコロナ禍前のレベルに至っていないとのこと

であるが、元に戻るという発想でなく新しいものとして取り組んでほしい。就職に関しては全

国からの求人があり、多くの学生が第１希望の施設に就職できているとのことである。困難は

伴うと思われるが、転退学防止に向けてより一層取り組んでほしい。 

言語療法学科は 2023 年の指定規則改正に向け準備･対応している。臨床実習の評価に全学科オ

スキーを導入し実習中の躓き解消につながっている。 

国家試験合格率は、前年度より向上した学科と低下した学科があったが、今後も高いレベルを

維持できるよう取り組んでほしい。 

 

 

令和４年度 
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Ⅱ 各評価項目について 

 

 1  教育理念・目的・人材育成像 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

２ 学校運営 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学修成果 

  

 

 

 

 

 

教育理念・育成人材像を掲げて取り組んでいる。理学・作業療法学科は新教育課程が 2020 年度

入学者より適用され完成年度であった。言語療法学科は 2023 年指定規則改正にむけ準備してい

る。ICT 推進委員会発足後、2 年が経過し計画的に取り組んでいる。 

年間目標を掲げ、その具体的目標の達成に向けて取り組んだ。運営の組織体制は整っており、意

思決定はその中で行われ、本部承認を得て実行している。情報システムは、遠隔授業や学内実

習、資料配布や会議等で活用されており、今後はさらに効果的かつ適切に使用するための研修会

やルール策定・運用を行っていく。コロナ感染症対策として、感染状況に応じた活動制限を行

い、学内クラスターの発生を予防し教育活動を継続することができた。 

教育課程については随時各学科で協議しながら、教育課程編成委員会（年 2 回）や運営会議、

学科長会で検討している。キャリア教育は時間を設けて指導を行っている。成績評価及び単位

認定は、学生用覧にもとづき評価し判定会議で決定している。成績不良者に対しては、主体的

に学習に取り組むように、定期的に面談を行い学習状況・意欲の把握を行った上で試験を受け

させるといった全学科統一した指導を行っている。転退学者の軽減につながるような取組を期

待したい。感染症関連で追試の対象者が多くスケジュール作成に苦慮したが各部署の連携によ

り乗り切ることができた。 

 

求人数は前年度より増加しているが、現時点で就職が決定していない者がおり、今後も就職率

100％に向け指導を継続する。就職先の評価では回答率が前年度より上がっており卒業生が評

価されていることの表れではないか。一方、コミュニケーションスキルが不足している点につ

いては学内での教育が求められる。国家試験対策は、１、２年生の早期から取り組んでいる

が、さらなる合格率の向上につながる指導を期待したい。 
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５ 学生支援 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

６ 教育環境 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学生の募集と受入れ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 財 務 

  

 

 

 

 

 

 

学生相談室は予約制で、学生の相談内容については、プライバシーに配慮しながら必要に応じ

て担任や学科教員と連携して対応している。教員からの紹介で学生相談室を利用する学生もい

る。保護者面談は概ね好評を得ており、学院への意見を吸収する良い場になっている。転退学

者の数が前年度より増えていることから、近年学生が抱えている問題は、学業面、体調面、経

済面と多面的で支援には困難が予想されるが、課題を早期に把握し支援する体制を整えてほし

い。コロナ禍のため同窓会活動が難しい状況であったが、まずは HP において同窓会専用のペ

ージの活用から始めてみてはどうか。 

独立型図書館の 1 階カフェテリアの一角に購買部が設置され、弁当や文房具類の販売が行われ

学生が利用しやすいよう工夫されている。特に本館の老朽化している箇所の補修等が行われて

いる。臨床実習は、コロナ禍の中にも受け入れがあり、概ね予定通り実施することが出来た。

今後も実習施設とは連携のとれた教育ができるよう信頼関係を構築していく必要がある。防災

訓練は「学校避難確保計画」を策定し年１回の訓練を実施している。土砂災害リスクのある斜

面地への対応について検討が求められる。 

高校訪問や学校ガイダンスなど例年の取組に加え、動画制作やデジタルサイネージ、SNS広

告、DM など新規に取り組んだが、入学者は目標数を下回った。少子化の影響は大きいが、

引き続き効果的な募集活動に取り組んでほしい。高校訪問では、高校側の進路指導に生かさ

れる情報提供を積極的に行ってほしい。選抜試験は募集要項にもとづいて適正に実施でき

た。 

財務は健全性と安全性を重視するところで、前年度と同様の対応となっている。 
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９ 法令等の遵守 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

10 社会貢献・地域貢献 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

11 国際交流 ※学校から必要がある項目として提示された場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専修学校設置基準および養成施設指定規則等の関係法令にもとづき、就業規則はじめ学院組織

運営規程等を整備し適正な運用がなされている。相談窓口について、学生は「学生相談室」、教

職員向けに「向陽学園職員相談窓口」を設置している。個人情報保護については電子メール利用

ガイドラインについて職員への周知・徹底を図っている。組織体制の整備及び自己評価を実施

し、必要事項についてホームページに公表している。 

高等学校生徒の学校見学会の受け入れ（3 件）や無料の出前講座（現地 4 件・オンライン 1

件）などへ教員を派遣し、職業指導や進路指導に協力した。コロナ禍も収束に向かい、学生ボ

ランティアの依頼も少しずつ増えてきており、今年度は延 13 人の学生が地域から依頼のボラン

ティアに参加した。地域からの評判は良いと聞いているので、今後も地域貢献活動は継続して

ほしい。 
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 学校関係者評価 

 

 

 

１）項目１：理念・目的・育成人材像 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

1-1-1 理念・目的・育成人材像は、定められているか ４ ４ 

1-1-2 育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合しているか ４ ４ 

1-1-3 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか ４ ４ 

1-1-4 社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか ４ ４ 

 

２）項目２：学校運営 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

2-2-1 理念等に沿った運営方針を定めているか ４ ４ 

2-3-1 理念等を達成するための事業計画を定めているか ４ ４ 

2-4-1 設置法人は組織運営を適切に行っているか ４ ４ 

2-4-2 学校運営のための組織を整備しているか ４ ４ 

2-5-1 人事・給与に関する制度を整備しているか ３ ３ 

2-6-1 意思決定システムを整備しているか ４ ４ 

2-7-1 情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか ４ ４ 

 

３）項目３：教育活動 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

3-8-1 理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めているか ４ ４ 

3-8-2 学科毎に修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか ４ ４ 

3-9-1 教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか ４ ４ 

3-9-2 教育課程について外部の意見を反映しているか ４ ４ 

3-9-3 キャリア教育を実施しているか ４ ４ 

3-9-4 授業評価を実施しているか ４ ４ 

令和４年度 
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3-10-1 成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか ４ ４ 

3-10-2 各種科目試験は適切に行えているか ４ ４ 

3-10-3 講義や実習の運営は適切に行えているか ４ ４ 

3-10-4 学籍管理は適切に行えているか ４ ４ 

3-11-1 目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置づけているか ４ ４ 

3-11-2 資格・免許取得の指導体制はあるか ４ ４ 

3-12-1 資格・要件を備えた教員を確保しているか ４ ４ 

3-12-2 教員の資質向上への取組みを行っているか ４ ４ 

3-12-3 教員の組織体制を整備しているか ４ ４ 

 

４）項目４：学修成果 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

4-13-1 就職率の向上が図られているか ４ ４ 

4-14-1 資格・免許取得率の向上が図られているか ４ ４ 

4-15-1 卒業生の社会的評価を把握しているか ４ ４ 

 

５）項目５：学生支援 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

5-16-1 就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか ４ ４ 

5-17-1 退学率の低減が図られているか ３ ３ 

5-18-1 学生相談に関する体制を整備しているか ４ ４ 

5-19-1 学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか ４ ４ 

5-19-2 学生の健康管理を行う体制を整備しているか ４ ４ 

5-19-3 課外活動に対する支援体制を整備しているか ４ ４ 

5-20-1 保護者との連携体制を構築しているか ４ ４ 

5-21-1 卒業生への支援体制を整備しているか ３ ３ 

5-21-2 産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に取組んでいる

か 
４ ４ 

5-21-3 社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか ４ ４ 

 

６）項目６：教育環境 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

6-22-1 教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備している

か 
４ ４ 
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6-23-1 学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備しているか ４ ４ 

6-24-1 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか ４ ４ 

6-24-2 学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか ４ ４ 

 

７）項目７：学生の募集と受け入れ 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

7-25-1 高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組んでいるか ４ ４ 

7-25-2 学生募集を適切、かつ、効果的に行っているか ３ ３ 

7-26-1 入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか ４ ４ 

7-26-2 入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか ４ ４ 

7-27-1 経費内容に対応し、学納金を算定しているか ４ ４ 

7-27-2 入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を行っているか ４ ４ 

 

８）項目８：財務 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

8-28-1 学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか ４ ４ 

8-28-2 学校及び法人運営に係る主要な財務数値に関する財務分析を行っている

か 
４ ４ 

8-29-1 教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定しているか ４ ４ 

8-29-2 予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか ４ ４ 

8-30-1 私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施しているか ４ ４ 

8-31-1 私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか ３ ３ 

 

９）項目９：法令等の遵守 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

9-32-1 法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか ４ ４ 

9-33-1 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか ４ ４ 

9-34-1 自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか ４ ４ 

9-34-2 自己評価結果を公表しているか ４ ４ 

9-34-3 学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか ４ ４ 

9-34-4 学校関係者評価結果を公表しているか ４ ４ 

9-35-1 教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか ４ ４ 

 

 



9 

 

１０）項目１０：社会貢献・地域貢献 

 
項目 

自己 

評価 

学校関係

者評価 

10-36-1 学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ ４ 

10-37-1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか ３ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


